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本マニュアルについて

[image: image96.png]


この非契約的なマニュアルに含まれる情報は、事前通知なしでグラボグラフ社が改正できるものとします。本マニュアルはプログラムへ追加された大幅な改良に従って変更されます。再現された図は、画面のものと正確に一致しない場合があります。しかし、インストールバージョンやフォントによって生じる多少の差異は、プログラムの使用に影響するものではありません。
最寄のグラボグラフ販売店へ定期的に問い合わせ、マニュアルのアップデートを確認してください。

主な特長
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	10ヶ国語に対応[image: image98.png]
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（国旗をクリックして、希望の言語を選択してください）
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	QUICK 2.0以降を対象に#5をアップデート (2006年9月)
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	次を対象としたHTMLヘルプシステム
• Windows© XP™/2000™
• INTERNET EXPLORER 5以降
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	Microsoft WORD 2000のクイックユーザーマニュアル
a. [image: image111.png]


ファイルをクリックして関連マニュアル[image: image112.png]


を表示します。

b. [image: image113.bmp]Wordの標準バーをクリックして、本マニュアルをコンピュータへコピーします。

c. [image: image114.png]


本マニュアルの表示および印刷に必要なテンプレートが含まれているC:\Program Files\Gravostyle Quick\Help\?? マップをクリックします。

d. 保存をクリックします。  
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日本語
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Jp
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QUICKDOCユーザーマニュアル（[image: image118.png]


120）
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法的条件
	ソフトウェア製品
	Windows© XP™/2000™ 向けGRAVOSTYLE QUICK CLICK/MARK ENGRAVING SOFTWARE 
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警告
本コンピュータプログラムは、著作権法および国際条約によって保護されています。本製品または保護デバイスおよびそれらの部品の除去、模倣、またはリバースエンジニアリングは、製品への不正な変更とみなされ、明確に禁止されています。本契約文書では、実行可能またはオブジェクト形式で提供されているファイルのソースまたはアセンブリコードを引き出すことを禁止しています。また、本プログラムまたはその一部の不正な複製や配布は、厳しい民事処罰および刑事処罰の対象となる場合があり、法律の定めるところにより最大限の範囲において起訴されます。
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ソフトウェア契約
グラボグラフ社は本ソフトウェア、関連文書、その他のグラボグラフ社から提供されたパッチソフトウェアの非独占かつ譲渡不能のライセンスを供与します。これらの使用は個人目的のみに厳しく制限されています。本ライセンスでは、本ソフトウェアの配布を禁止しています。
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本ソフトウェアマニュアルは、使用権が認められているユーザーへ提供され、契約条項に従ってのみ使用されるものとします。また、グラボグラフは事前の通知なしでヘルプシステムの情報を変更する権利を留保します。グラボグラフからの書面による許可なしで、ヘルプシステムを複写または逆コンパイルすることは禁止されています。

	出版社
	グラボグラフ社 http://www.gravograph.com
Intelligent System、L-Solution、GravoStyle、Open Softwareは、米国またはその他の国におけるグラボグラフ・インターナショナルの登録商標または商標です。

Microsoft、Windows 98、Windows NT、Windows ME、Windows 2000、Windows XP、Microsoft Word、Wordpad、Internet Explorer、Explorer、HTML Help Viewer、Windows Media Playerは、米国またはその他の国におけるMicrosoft Corporationの登録商標または商標です。

Adobe、Adobe logo、Acrobat、Acrobat PDF logo、Distiller、Reader、PostScriptは、米国またはその他の国におけるAdobe Systems Incorporatedの登録商標または商標です。

PentiumはIntel Corporationの登録商標です。

ここに記載されている第三者の商標、商標名やロゴはそれぞれの所有者の登録商標である場合があります。

©2001-2005 Gravograph New Hermes. 著作権所有。
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ガイドツアー
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QuickClickウィンドウ
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QuickMarkウィンドウ
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2.0クイックの新機能

	Windows XPで本ソフトウェアを設定する
	2 ステップを行います。 
• GravoStyle Quickengravingプログラムを設定します。
• GT SmartStreamドライバを設定し、GravoStyle Quickを彫刻マシンへリンクします。

	設定デバイス
	[image: image130.png]»|




自動機械モードで入出力を管理する
[image: image131.png]»|




アクティブマシンに接続する彫刻用付属品を指定する

	[image: image132.png]


彫刻の準備をする
版下を彫刻するのに使用されるパラメータを指定する。
彫刻の前にマシンについて設定を行う。
彫刻を行うマシンへこれらの指示を送信する。
	版下の左上角を原点とする

[image: image133.png]


彫刻エリアの左上角が版下の原点の場合に、固定原点を指定します（低圧力でプレートを彫刻する場合、またはT-スロットまたは固定テーブルを使って彫刻する場合）。
[image: image134.png]


彫刻エリア内にある版下左上角へ位置するために、任意原点を指定します。

	[image: image135.png]


彫刻のまえにマシンについて設定を行う
上記の作業を行うと、お使いのコンピュータに接続されたマシンの制御パネルを使って彫刻プロセスを設定できます。
これらの設定を行うには、簡易彫刻画面の彫刻ステータスに示される指示に従って行ってください。
	[image: image136.png]


記録されている直前の彫刻原点に対して版下の任意中心点を設定します。
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GravoStyleのクイックマニュアルに関するご要望は、電子メールにて弊社までお寄せください。
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グラボグラフの詳細については、www.gravograph.comをご覧ください。
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ステージパネル

ステージパネルから、版下の作成および彫刻に関する画面へアクセスできます。画面を表示するには、ボタンをクリックします。
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QuickClick （ボタンがすでに押されている場合は、その画面が使用不可能であることを示しています）
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QuickMark （ボタンが黒色で表示されている場合は、その画面がまだ使用不可能であることを示しています）
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版下画面
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版下画面
ステージパネルから版下画面を開きます。
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• グレーの矩形部分は、版下を彫刻するプレートを表しています。

• 白の矩形は、材料サイズを表しています。定規は指定した測定単位で寸法を表示します。

• 点線で示されたマージンは、彫刻する文字およびロゴ用ゾーンの境界を定めます。
[image: image149.png]


コンテクストメニューには、補足的なコマンドが表示されます。

[image: image150.png]


版下画面でのオペレーションをキャンセルするには？
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プログラムを起動したときは常に版下画面が自動的に表示されます。

[image: image153.png]
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オペレーションをアンドゥー/リドゥーする

[image: image155.png]


版下画面でアンドゥーできるのは、直前に行ったオペレーションに限られます。

	間違った場合:
アンドゥーコマンドを使ってオペレーションを取り消します。
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左のショートカットキーを押します。

または

1. 右クリックします。

2. [image: image158.png]


コンテクストメニューで[image: image159.png]


アンドゥーコマンドをクリックします。

	間違ってオペレーションを取り消した場合:
リドゥーコマンドを使って直ぐに元に戻します。
	[image: image160.png]
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左のショートカットキーを押します。

または

1. 右クリックします。

2. [image: image162.png]


コンテクストメニューで[image: image163.png]


リドゥーコマンドをクリックします。
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作業エリアを使用する

版下画面は次の形式を持った作業エリアです。
• 原点（0, 0）は左上角にあります。
• X軸は水平定規で表されています。
• Y軸は垂直定規で表されています。
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行、ガイド、または直線を配置するたびに、
• 水平定規の中の点線で示されるX座標と
• 垂直定規の中の点線で示されるY座標を使って位置決めします。

[image: image167.png]
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コンテクストメニュー
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	マウスの右ボタンを使って版下画面をクリックします。

[image: image170.png]


補足コマンドが表示され、次のオペレーションを実行することができます。

[image: image171.png]»|




テキストを縦書き形式で表示する
[image: image172.png]»|




ベースライン上でテキストを揃える
[image: image173.png]»|




テキストにスタイルを適用する
[image: image174.png]»|




オペレーションをアンドゥー/リドゥーする
[image: image175.png]»|




テキストを複製および移動する
[image: image176.png]»|




プレートをシリーズで作成する
[image: image177.png]»|




テキストに挿入するロゴをインポートする
[image: image178.png]»|




彫刻の準備をする
[image: image179.png]»|




自動機械モードで入出力を管理する
[image: image180.png]»|




アクティブマシンに接続する彫刻用付属品を指定する
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彫刻画面
ステージパネルから彫刻画面を開きます。
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彫刻パラメータを指定し、彫刻機で彫刻するための転送を開始します。

[image: image184.png]


彫刻画面は、彫刻するテキストまたはロゴが版下に入ると直ぐに使えるようになります。

[image: image185.jpg]
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再開画面
ステージパネルから再開画面を開きます。
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選択したゾーンで彫刻を再開します。

[image: image190.png]


再開画面は、一度、彫刻指示を転送してからしか使えません。

[image: image191.png]
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ファイル画面
ステージパネルからファイル画面を開きます。
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版下を後で使おうと思う場合には、版下を作成してから保存します。
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ヘルプ画面
[image: image199.png]


使用中の画面について説明が必要ですか?

[image: image200.png]


実行中のアクションについて情報を探していますか？

1. ステージパネルからヘルプ画面を開きます。

2. 知りたいことを表しているボタン、ボックス、またはその他エレメントをクリックします。

3. QuickHelp（クイックヘルプ）ウィンドウに表示されるトピックを調べます。
	[image: image201.jpg]
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いつでも使えるこの電子資料は、このプログラムを使って作業が容易にできるよう、重点的に、ユーザーフレンドリーな支援を提供します。
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これが読める場合は、すでにヘルプにいることを意味します。
[image: image205.png]
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プログラムの起動/終了

	起動する
	1. [image: image207.png]


Windowsのタスクバーから、スタートをクリックします。

2. [image: image208.png]


スタートメニューからすべてのプログラムをクリックします。

3. [image: image209.png]


プログラムメニューからQuick（クイック）アイコンをクリックします。版下画面が表示されます。

	終了する
	1. 必要な場合には、まず現在開いている版下を保存してください。

2. プログラムを閉じる:

[image: image210.png]



[image: image211.png]


[image: image212.png]


左のキーボードショートカットを押します。

[image: image213.png]



[image: image214.png]


をクリックします。

3. はい で終了を確定します。


[image: image215.png]
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Windows XPへのインストール

A. GravoStyle Quick彫刻ソフトウェアを設定します。

B. GT SmartStreamドライバを設定して、GravoStyle Quickとご使用の彫刻マシンとの間にソフトリンクをつなぎます。

C. [image: image217.png]


Quick（クイック）を起動します。デスクトップにあるアイコンをクリックします。

GravoStyle Quick

1. お使いのコンピュータが次の必要条件を満たしているかを確認してください。
	PC
	設定

	マイクロプロセッサ
	Pentium III

	周波数
	800 MHz

	RAM
	128 MB

	内蔵ハードドライブ1つ
	10 GB (100 MBの空き容量)

	内蔵CD-ROMドライブ1つ
	x24

	内蔵フロッピードライブ1つ
	3.5"

	マウス1個
	Windowsとの互換性

	キーボード1台
	拡張キーボード (105キー)

	パラレルLPTポート
	1

	シリアルCOMポート
	1

	グラフィックスカード1枚
	32000 色、16 ビット

	SVGA画面1つ
	15インチ (約38cm)、800x600解像度

	ソフトウェア環境
	[image: image218.png]


Windows XP
[image: image219.png]


Internet Explorer 5 (またはそれ以降)
[image: image220.png]


Acrobat Reader 5 (またはそれ以降)
[image: image221.png]


Microsoft Word 2000 (またはそれ以降)
[image: image222.png]


Windows Media Player
[image: image223.png]


Arial、Microsoft Sans Serif Regular、および Verdana フォント


2. G_Quick CD-ROMをドライブへ挿入し、ドライブを閉じます。

3. インストールパネルが表示されるまで待ちます。
[image: image224.png]


インストールパネルが開かない場合は、ドライブをダブルクリックしてください。

4. インストールが自動的に開始されます。
[image: image225.png]


設定の種類を選択し、Xpress/Jewelry (標準) またはIndustryのどちらかをクリックします。

5. 次へ >  をクリックします。進捗状況パネルと進捗状況バーがインストールの状況を示します。

6. 終了 をクリックしてインストールマネージャを終了します。

GT SmartStreamドライバ

[image: image226.png]


マシンをお使いのコンピュータのUSBポートへ接続してください。
マシンに電源を投入します。

1. [image: image227.png]


スタートメニューからプリンタのリスト[image: image228.png]


を開きます。

2. プリンタの追加をクリックします。プリンタの追加ウィザードが開きます。

3. プリンタの追加ウィザードで 次へ> をクリックします。

4. [image: image229.png]


ローカルプリンタをクリックします([image: image230.png]


プラグアンドプレイのチェックボックスをオフにします)。
次へ>  をクリックします。

5. コンピュータとマシンへ接続しているケーブルを差し込んだUSB1ポートをクリックします。
次へ>  をクリックします。

6. ディスク使用 をクリックします。

7. フロッピー ディスクからインストールボックスで、 参照...  をクリックします。

8. ワークステーションで、次をダブルクリックします。
[image: image231.png]


G_Quickディスク
[image: image232.png]


ドライバフォルダ
[image: image233.png]


GT_Smartstream.infファイル
9. [image: image234.png]


をクリックします。

10. GT_Smartstream Printerドライバをクリックします。
次へ>  をクリックします。

11. 新しいドライバのバージョンをインストールする場合は、[image: image235.png]


新しいドライバに置き換えるをクリックします。
次へ>  をクリックします。

12. このマシンをデフォルトプリンタに設定しないためには、[image: image236.png]


いいえをクリックします。
次へ>  をクリックします。

13. [image: image237.png]


このプリンタを共有しないをクリックします。
次へ>  をクリックします。

14. テストページを印刷しないためには、[image: image238.png]


いいえをクリックします。
終了 をクリックします。

[image: image239.png]


GT SmartStream-Printerがプリンタリスト[image: image240.png]


に表示されます。

[image: image241.png]


このプリンタが設定されていない場合は、GravoStyle Quickでプリンタの追加ウィザードが自動的に開きGT SmartStreamドライバをインストールできます。

[image: image242.png]


プログラムをアンインストールする
コンピュータにプログラムがインストールされているが使用していない場合は、ハードドライブの空き容量を増やすためにプログラムをアンインストールしてください。

1. [image: image243.png]


Windowsのタスクバーから、スタートをクリックします。

2. [image: image244.png]


スタートメニューから、コントロールパネルをクリックします。

3. [image: image245.png]


コントロールパネルで、プログラムの追加と削除をクリックします。

4. プログラムの一覧から、プログラム名をクリックします。

5. 追加/削除 をクリックします。

6. [image: image246.png]


をクリックします。

[image: image247.png]



版下を設定する
 XE "版下 " \y "はんした" \* MERGEFORMAT [image: image248.png]


版下を設定する

	[image: image249.png]



	版下画面でプレートの端をクリックします。

作業エリアを使って次のことを行います。


[image: image250.png]»|




材料寸法を設定する
[image: image251.png]»|




彫刻する文字およびロゴ用ゾーンの境界を定めるマージンを設定する
[image: image252.png]


マシンに基づいて版下のサイズを決めることができます。

[image: image253.jpg]Gravograph
New Hermesl





[image: image254.png]


間違って行ったオペレーションはアンドゥーコマンドを使って取り消してください。

[image: image255.png]



 XE "定規 " \y "じょうぎ" \* MERGEFORMAT 

 XE "彫刻:シリンダ " \y "ちょうこく：しりんだ" \* MERGEFORMAT 

 XE "寸法 " \y "すんぽう" \* MERGEFORMAT [image: image256.png]


材料寸法を設定する

版下画面で、定規をクリックします。

[image: image257.png]


ドロップダウンメニューからアクティブマシンをクリックします。マシンの彫刻エリアによって各版下の初期最大寸法が決まります。

実施する彫刻のタイプに応じてこのマシンに接続する付属品を指定します。

版下画面を右クリックします。

[image: image258.png]


コンテクストメニューのオプションツール[image: image259.png]


をクリックします。

サブメニューのオートメーションをクリックします。材料ダイアログボックスが開きます。

[image: image260.png]


をクリックすると、オプション器具ドロップリストが現れます。

	オプション器具
	シリンダ彫刻の場合

	APF
	プレートシリーズをロードして彫刻する場合

[image: image261.png]


APFをクリックして自動プレートフィードを有効にします。

? 彫刻の際にプレートを固定するための力 (フォース) を入力します。
? 彫刻を行うプレート数を入力します。


	[image: image262.png]


寸法を調整する
	1. カーソルをフルフレームのハンドルの上に置きます。
[image: image263.png]



コーナーハンドルを使えば縦横寸法を同時に変更できます。

[image: image264.png]



辺にあるハンドルを使えば縦と横の寸法を別々に変更できます。

2. プレートバーに示される寸法の変化に注意しながら、ハンドルをドラッグして希望の寸法に調整します。

	[image: image265.png]


寸法を入力する
	1. 必要な寸法をプレートバーの[image: image266.png]


[image: image267.png]


に入力します。

2. 定規をクリックして、新しい寸法を適用します。

	[image: image268.png]


シリンダサイズを基に材料寸法を設定する
[image: image269.png]


シリンダパラメータを正しく設定するには、マシンに同梱のグラボグラフマニュアルと彫刻の際にシリンダを固定するのに用いる付属品に同梱のグラボグラフマニュアルを参照してください。

[image: image270.png]


デフォルトの版下原点は、シリンダ対称軸の中心です。
	1. シリンダの彫刻を有効にします。
[image: image271.png]


プレートバーでをクリックします。
[image: image272.png]


コンテクストメニューで、ツールメニューのオプション器具をクリックします。

2. [image: image273.png]


[image: image274.png]


有効なマシンに従って、彫刻するシリンダに対して入力する直径を指定します。
[image: image275.png]


シリンダの外径 (M40)
[image: image276.png]


[image: image277.png]


?円の内径または外径 (M20 RV)
[image: image278.png]


[image: image279.png]


ペン外径 (M20、M40)

3. [image: image280.png]


をクリックします。

4. [image: image281.png]


版下長さを入力します。

5. マシンに取り付けた付属品を使って可能な最小直径と最大直径の間にあるシリンダの外径または内径を入力します (IM4Rの場合は内径最大24 mm）。
6. 定規をクリックして、新しい寸法を適用します。

	「指定してクリックする」だけの簡単設定
	[image: image282.png]


マシンに応じて材料寸法を設定します


[image: image283.png]



 XE "マージン " \y "まーじん" \* MERGEFORMAT [image: image284.png]


版下マージンを設定する

版下画面で定規をクリックします。

	[image: image285.png]


マージンを調整する
	1. カーソルを点線で示されているフレームのハンドルの上に置きます。

[image: image286.png]



コーナーハンドルを使えばマージンの縦横寸法を同時に変更できます。

[image: image287.png]



辺のハンドルを使えば、マージンの縦横寸法を別々に変更できます。

2. プレートバーに示される寸法の変化に注意しながら、ハンドルをドラッグして希望の寸法に調整します。

	[image: image288.png]


マージンを入力する
	1. 必要なマージンをプレートバーに入力します。

2. 定規をクリックして、新しいマージンを適用します。


[image: image289.png]


マージンは、材料寸法に比例して計算されます。

	[image: image290.png]



	左マージンは、自動的に版下長さの15％になります。

	[image: image291.png]



	右マージンは、自動的に版下長さの15％になります。

	[image: image292.png]



	上マージンは、自動的に版下高さの10％になります。

	[image: image293.png]



	下マージンは、自動的に版下高さの10％になります。


[image: image294.png]



テキストを挿入する
 XE "版下 " \y "はんした" \* MERGEFORMAT 

 XE "テキスト " \y "てきすと" \* MERGEFORMAT [image: image295.png]


版下にテキストを入れる

	[image: image296.png]



	版下画面で版下をクリックします

作業エリアを使って次のことを行います。


[image: image297.png]»|




彫刻するテキストを入力する
[image: image298.png]»|




テキストのスタイル（高さ、フォント、イタリック体、下線など）を選択する
[image: image299.png]»|




ロゴを挿入する
[image: image300.png]»|




テキストのベースラインを配置する
[image: image301.png]


マシンに基づいてテキストのサイズを決めることができます。

[image: image302.png]


間違って行ったオペレーションはアンドゥーコマンドを使って取り消してください。

[image: image303.jpg][or | [susmwrem || [alf5o0
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[image: image304.png]


プログラムを起動するたびに表示される白紙状態の版下に直ぐにテキストを入力することができます。

[image: image305.png]



タイプ入力する
 XE "テキスト " \y "てきすと" \* MERGEFORMAT [image: image306.png]


テキストをタイプ入力する

1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. テキストを表示するのに用いるフォントを選択します。

3. 現在のベースラインにテキストをタイプ入力します。点滅する縦線で表されるカーソル[image: image307.png]


によって、今テキストのどの位置に入力できるかわかります。

[image: image308.png]»|




キャラクタのタイプ入力方法
[image: image309.png]»|




テキストの訂正方法は？
[image: image310.png]


次の行を作成します。

[image: image311.png]


テキストにこのキャラクタが表示されたときはどうすればよいでしょう？

入力したキーまたはキー組合せは、現在有効なフォントのどのキャラクタにも一致していません。

1. [image: image312.png]


キーを押してそのキャラクタを削除します。

2. マウスを使って必要なキャラクタを挿入します。使用中のフォントから必要なキャラクタが見つからない場合、別のフォントを選択します。

[image: image313.png]



 XE "キャラクタ " \y "きゃらくた" \* MERGEFORMAT [image: image314.png]


キャラクタをタイプ入力する

版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします[image: image315.png]



	[image: image316.png]


マウスを使って挿入するには：
	1. テキストバーで[image: image317.png]


をクリックして、現在有効なフォントキャラクタを表示させます。

2. キャラクタリストから、必要なキャラクタをダブルクリックします。

	[image: image318.png]


大文字をタイプ入力するには：
	[image: image319.png]


キーを押しながら、必要なキャラクタが示されているキーを押します。

	[image: image320.png]


大文字入力を可能にするには：
小文字入力に変える場合はもう一度このキーを押してください。
	[image: image321.png]




	[image: image322.png]


キャラクタ間のスペース（文字間隔）を調整するには：
	[image: image323.png]


キーを押しながら、
[image: image324.png]


を押すと1スペース追加され、
[image: image325.png]


を押すと1スペース削除できます。

	[image: image326.png]


彫刻を休止するには：
[image: image327.png]


このキャラクタはテキストでの休止を表します。
	[image: image328.png]


このキーを押します。すると、ツールが上がり、現在の彫刻を中断できます。

[image: image329.png]


コントロールパネルのスタートキーを押すと、彫刻を再開できます。

	[image: image330.png]


数字キーパッドを使用する数字入力を可能にするには：
この機能を停止するには、もう一度このキーを押してください。
	[image: image331.png]




	[image: image332.png]


キーの左上角に示されているキャラクタをタイプ入力するには：
	[image: image333.png]


キーを押しながら、必要なキャラクタが示されているキーを押します。

	[image: image334.png]


キーの右下角に示されているキャラクタをタイプ入力するには：
	[image: image335.png]


キーを押しながら、必要なキャラクタが示されているキーを押します。

	[image: image336.png]


アクセント付きキャラクタをタイプ入力するには：
	アクセント記号をタイプ入力してから、キャラクタをタイプ入力します。

öをタイプ入力する場合： [image: image337.png]


[image: image338.png]


を押してから、[image: image339.png]


キーを押します。


[image: image340.png]



 XE "テキスト:編集 " \y "てきすと：へんしゅう" \* MERGEFORMAT [image: image341.png]


テキストの中でカーソルを移動する

版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします[image: image342.png]



必要な位置にカーソルを置き、

[image: image343.png]»|




テキストを選択します
[image: image344.png]»|




テキストを訂正します
	[image: image345.png]


マウスを使ってカーソルを任意の位置に置くには：
	希望する新しいカーソル位置（別のテキスト行、行の始まり、行の終わり、またはキャラクタ間）をクリックします。

	[image: image346.png]


あるキャラクタから別のキャラクタへ移動するには：
	[image: image347.png]


[image: image348.png]




	[image: image349.png]


ある行から別の行へ移動するには：
	[image: image350.png]


[image: image351.png]




	[image: image352.png]


行の始まりへ移動するには：
	[image: image353.png]




	[image: image354.png]


行の終わりへ移動するには：
	[image: image355.png]





[image: image356.png]



 XE "選択 " \y "せんたく" \* MERGEFORMAT 

 XE "テキスト:編集 " \y "てきすと：へんしゅう" \* MERGEFORMAT [image: image357.png]


テキストを選択する

版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします[image: image358.png]



選択範囲の始まり位置にカーソルを置きます。選択されたテキストは赤で表示されます。

[image: image359.png]


選択を解除するには、選択範囲の外側をクリックしてください。

	[image: image360.png]


1行のテキスト全体を選択するには：
その行をダブルクリックします。
	[image: image361.png]Cravograph

Newl%Hermes






	一連の行のテキスト全体を選択するには：
[image: image362.png]


[image: image363.png]


キーを押しながら各行をクリックします。すると選択された行が赤で表示されます。

[image: image364.png]


[image: image365.png]


キーを押しながら[image: image366.png]


キーを押します。

選択されている行の選択を解除するには、[image: image367.png]


キーを押しながら解除したい行をクリックします。

	[image: image368.png]


一連のキャラクタを選択するには：
カーソルを選択したいキャラクタの最初から最後までドラッグします。

数行にわたって選択することもできます。
	[image: image369.png]Cravograph

New &—Iermes%






	[image: image370.png]


カーソルの前にあるキャラクタを選択するには：
	[image: image371.png]


キーを押しながら[image: image372.png]


キーを押します。

	[image: image373.png]


カーソルの後ろにあるキャラクタを選択するには：
	[image: image374.png]


キーを押しながら[image: image375.png]


キーを押します。

	[image: image376.png]


カーソルより前にあるキャラクタをすべて選択するには：
	[image: image377.png]


キーを押しながら[image: image378.png]


キーを押します。

	[image: image379.png]


カーソルより後ろにあるキャラクタをすべて選択するには：
	[image: image380.png]


キーを押しながら[image: image381.png]


キーを押します。


[image: image382.png]



 XE "テキスト:編集 " \y "てきすと：へんしゅう" \* MERGEFORMAT [image: image383.png]


既存のテキストを訂正する

版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします[image: image384.png]



	カーソルの前にあるキャラクタを削除するには：
	[image: image385.png]




	カーソルの後ろにあるキャラクタを削除するには：
	[image: image386.png]




	テキストを挿入するには：
	1. テキストを追加したい位置にカーソルを置きます。

2. テキストをタイプ入力します。

	テキストを削除するには：
	1. 削除するテキストを選択します。

2. [image: image387.png]


キーを押します。

	テキストを入れ替えるには：
	1. 入れ替えるテキストを選択します。

2. 新しいテキストをタイプ入力します。

	テキストを複製（コピー＆ペースト）するには：
	1. 複製するテキストを選択します。

2. テキストをコピーします。

a. 右クリックします。

b. 現れるコンテクストメニューから[image: image388.png]


コピーコマンドをクリックします。

[image: image389.png]



[image: image390.png]


[image: image391.png]


左のショートカットキーを押します。

3. 選択した（切り取った）テキストを挿入したい位置にカーソルを置きます。

4. テキストをペーストします。

a. 右クリックします。

b. 現れるコンテクストメニューから[image: image392.png]


ペーストコマンドをクリックします。

[image: image393.png]



[image: image394.png]


[image: image395.png]


左のショートカットキーを押します。

	テキストを移動（カット＆ペースト）するには：
	移動するテキストを選択します。

そのテキストを切り取ります。

右クリックします。

現れるコンテクストメニューから[image: image396.png]


カットコマンドをクリックします。

[image: image397.png]



[image: image398.png]


[image: image399.png]


左のショートカットキーを押します。

選択した（切り取った）テキストを挿入したい位置にカーソルを置きます。

テキストをペーストします。

右クリックします。

現れるコンテクストメニューから[image: image400.png]


ペーストコマンドをクリックします。

[image: image401.png]



[image: image402.png]


[image: image403.png]


左のショートカットキーを押します。


[image: image404.png]



スタイル
 XE "テキスト " \y "てきすと" \* MERGEFORMAT [image: image405.png]


テキストスタイルを変更する

版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

既存のテキストのスタイルを変更するため変更の対象となるテキストを選択します。

テキスト属性を設定します。現在有効な属性が、その後入力するテキストに適用されます。

[image: image406.png]»|




高さ
[image: image407.png]»|




幅
[image: image408.png]»|




フォント
[image: image409.png]»|




下線付きテキスト
[image: image410.png]»|




イタリック体テキスト
[image: image411.png]»|




上付き文字テキスト
マウスを使ってテキスト寸法を調整することもできます。

[image: image412.png]


適用する属性によってテキスト長さが行長さを超える場合、テキストは自動的に詰められます。

[image: image413.png]
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テキスト高さを設定する

高さはキャラクタの上端からベースラインまでの距離で測定されます。

1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 既存のテキストの高さを変更するため変更の対象となるテキストを選択します。

3. [image: image415.png]


テキストバーで値を選択します。

4. [image: image416.png]


既存の行の高さに関して、最高では上マージンと下マージンの間の残りスペースに等しくなる高さをタイプ入力します。

5. [image: image417.png]


キーを押して確定します。

[image: image418.png]


テキスト高さをマウスを使って変更する方法は？
[image: image419.png]
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テキストの幅をマウスを使って調整する

幅は、1行の最初のキャラクタから最後のキャラクタまでの長さで測定され、テキスト高さに比例します。

[image: image421.png]



1. 行をクリックします。
ハンドルと選択フレームが表示されます。
[image: image422.png]



2. カーソルを選択フレームの[image: image423.png]


左/右ハンドルの上に置きます。

3. ハンドルをドラッグします。

4. テキストが希望する幅になれば、ハンドルを放します。

[image: image424.png]


テキストバーはテキスト幅変化率を表示します。

[image: image425.png]
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フォントを指定する

1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 既存のテキストのフォントを変更するため、変更の対象となるテキストを選択します。

3. テキストバーで[image: image427.png]SLS13 B



をクリックして、グラボグラフフォントリストを表示させます。
フォントによって利用できるキャラクタが決まり、各キャラクタは1つ以上の特性を持っています。
特定のフォントには、テーマ（境界線、記号、ロゴ、幾何学形状など）別に分類されたロゴが含まれています。

4. アルファベット順に示されているリストから必要なフォントをクリックします。フォントをすばやく見つけるには、そのフォント名の最初の文字をタイプ入力します。

5. テキストバーで[image: image428.png]


をクリックして、キャラクタリスト（文字、数字、特殊文字、記号、ロゴなど）を表示させます。
[image: image429.png]


をクリックすると、リストが閉じます。

[image: image430.png]
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テキストにスタイルを適用する[image: image432.png]



1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 既存のテキストのスタイルを変更するため変更の対象となるテキストを選択します。

3. 右クリックします。

4. [image: image433.png]


現れるコンテクストメニューから該当するコマンドをクリックしてスタイル（下線、イタリック体 または上付き（●有効になっているスタイル））を適用するか、削除します。
[image: image434.png]
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マウスを使ってテキストのサイズを変更する

1. 行をクリックします。
ハンドルと選択フレームが表示されます。
[image: image436.png]



2. カーソルを選択フレームのハンドルの上に置きます。

[image: image437.png]



[image: image438.png]


下/上ハンドルを使えば、寸法を縦横正比例で変更できます。

[image: image439.png]



[image: image440.png]


コーナーハンドルを使えば、高さまたは幅を任意に変更できます。

[image: image441.png]



[image: image442.png]


左/右ハンドルを使えば、幅だけが変更できます。

3. ハンドルをドラッグします。

4. テキストが希望するサイズになれば、ハンドルを放します。
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[image: image445.png]


[image: image446.png]


テキストバーは、選択した行のテキストの新しい高さと幅を表示します。

[image: image447.png]



ロゴ
 XE "ロゴ " \y "ろご" \* MERGEFORMAT [image: image448.png]


テキストにロゴを挿入する

1. ORNAMENTS、SYMBOLSまたはZODIACフォントを選択します。

2. テキストバーで[image: image449.png]


をクリックして、必要なロゴが含まれていることを確認します。

3. 必要なロゴをダブルクリックし、そのロゴを行に挿入します。

キャラクタの場合と同様、ロゴの高さや幅を変更することができます。

[image: image450.png]



[image: image451.png]


個人ロゴを取得し、版下へ挿入する方法は？
[image: image452.png]
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個人的ロゴをインポートする

このオペレーションにより、AutoCADやCorelDrawなどのプログラムを使ってデザインしたベクトル画像が使えるようになります。

[image: image454.png]


これらのロゴはHPGまたはDXFファイル形式で保存してください。 

1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 右クリックします。

3. [image: image455.png]


現れるコンテクストメニューからインポートコマンドをクリックします。

4. 現れるインポートダイアログボックスで、ファイルタイプをクリックします  ヘルプ
5. インポートするファイルを選択します。

a. [image: image456.png]



ソースボックスにそのファイルへのアクセスパスを入力します。

b. [image: image457.png]



 参照…  をクリックし、ファイルのある場所を見つけます。

6. インポート をクリックします。インポートされたファイルは、フォントリストから自動的に利用できるロゴフォントに変換されます。

7. ロゴの名前が付けられたロゴフォントからロゴを挿入します。

[image: image458.png]



マージン間に配置する
 XE "行 " \y "ぎょう" \* MERGEFORMAT 

 XE "テキスト " \y "てきすと" \* MERGEFORMAT [image: image459.png]


マージン間に行を配置する

赤で示されるベースラインのパラメータを定義します。

[image: image460.png]


版下面内で制約なしに作業するには、手動モードにしてください。

[image: image461.png]New Hermes





1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 既存の行の位置を変更するため、対象となる行をクリックします。

ハンドルと選択フレームが表示されます。
[image: image462.png]



3. ベースラインのパラメータを入力します。

[image: image463.png]»|




テキスト揃え
[image: image464.png]»|




左マージンまでの距離
[image: image465.png]»|




可能な最大長さ
[image: image466.png]»|




上マージンまでの距離
有効になっているパラメータは自動的に新しい各テキスト行に適用されます。

[image: image467.png]


適用されるパラメータによって、行長さが入力されたテキスト長さに対して短くなる場合、テキストは自動的に詰められます。

[image: image468.png]
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ベースライン上でテキストを揃える

ベースライン上でテキストを揃えたい位置を指定します。

[image: image470.png]



1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 右クリックします。

3. [image: image471.png]


現れるコンテクストメニューで、希望する配置をクリックします（●中央揃えがデフォルトのアライメント）。
[image: image472.png]


中央揃え
[image: image473.png]


左揃え
[image: image474.png]


右揃え
[image: image475.png]
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テキストを割当てることができる長さを入力する

ベースラインの長さを指定します。

[image: image477.png]



1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. [image: image478.png]


テキストバーで値を選択します。

3. [image: image479.png]


長さF5を入力します。この長さの最大設定値は自動計算される最大長さに等しくなります。

4. [image: image480.png]


キーを押して確定します。行の長さを変更する場合、
[image: image481.png]


テキストが中央揃えであれば、行の両端を移動します。
[image: image482.png]


テキストが左揃えであれば、行の右端を移動します。
[image: image483.png]


テキストが右揃えであれば、行の左端を移動します。

[image: image484.png]


入力されたテキストが指定した行長さを超える場合、テキストは自動的に詰められます。文字幅と文字間隔が狭くなります。この現象は、次の方法で示されます。

• ビーっという音
• テキストバーに赤で示される負の比率 [image: image485.png]



[image: image486.png]
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左マージンまでの距離を入力する

左マージンから配置点までの距離を指定します。

[image: image488.png]



1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. [image: image489.png]


テキストバーで値を選択します。

3. [image: image490.png]


F3距離を入力します。

· 少なくとも左マージンまでの距離に等しい。

· 最長では、版下の左端から右マージンまでの距離に等しい。

4. [image: image491.png]


キーを押して確定します。この距離を変更する場合、
[image: image492.png]


テキストが中央揃えであれば、行の中央を移動します。
[image: image493.png]


テキストが左揃えであれば、行の左端を移動します。
[image: image494.png]


テキストが右揃えであれば、行の右端を移動します。

[image: image495.png]
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上マージンまでの距離を入力する

上マージンに対してベースラインを配置します。
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1. [image: image498.png]


手動モードを起動します。

2. [image: image499.png]


テキストバーで値を選択します。

3. [image: image500.png]


F2距離を入力します。

· この距離は、少なくともテキスト最大高さに等しい。

· この距離は、最大ではベースライントと版下の上端間の距離に等しい。

4. [image: image501.png]


キーを押して確定します。

[image: image502.png]



手動モードで作業する
 XE "手動モード " \y "しゅどうもーど" \* MERGEFORMAT 

 XE "行 " \y "ぎょう" \* MERGEFORMAT [image: image503.png]


手動モードで行を配置する

	版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。
版下のフレーミングを迅速かつ容易に行えるよう、行は自動的に中央揃えになり、マージン間に等間隔に配置されます。
[image: image504.png]



手動モードを起動してマージンを取り消してください。版下面全体にわたって行を配置できるようになります。
[image: image505.png]abc
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1. テキストバーで[image: image506.png]


をクリックします。手動モードに切り換えることによって生じる変化を説明するメッセージが現れます。

2. はい をクリックします。作業エリアを使って次のことを行います。

[image: image507.png]»|




マウスを使って行を移動する
[image: image508.png]»|




行を揃える
[image: image509.png]»|




行をスーパーインポーズする（重ね合わせる）
[image: image510.png]»|




線を引く
[image: image511.png]»|




テキストを縦書き形式で表示する
[image: image512.png]


版下に水平なテキスト行だけしか含まれていない場合には、自動モードへ戻ることができます。

[image: image513.png]
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マウスを使って行を移動する

1. 手動モードを起動します。

2. 行をクリックします。
ハンドルと選択フレームが表示されます。
[image: image515.png]



3. X座標とY座標を参照しながら行をドラッグします。

4. テキスト行が希望する位置に到達すれば、ハンドルを放します。
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テキストバーは、選択した行について新しいパラメータを表示します。

[image: image517.png]


左マージンまでの距離が、このテキスト行のX座標です。
[image: image518.png]


可能な最大長さ
[image: image519.png]


上マージンまでの距離が、このテキスト行のY座標です。
[image: image520.png]
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行をガイドラインに揃える

1. 手動モードを起動します。

2. 垂直ガイドまたは水平ガイドを作成します。

a. 定規をクリックします。

b. X座標とY座標を参照しながらガイドを版下内にドラッグします。

c. ガイドが所定の位置に到達すれば、ハンドルを放します。

3. 行をガイドラインに近づけると、ガイドが磁石のように行を引き付けます。
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ガイドラインを削除するには、マウスの右ボタンを使って削除したいガイドをクリックしてください。

[image: image525.png]
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行をスーパーインポーズする（重ね合わせる）

1. 手動モードを起動します。

2. [image: image527.png]


キーを押しながら、既存の行に対して新しい行を配置する位置をクリックします。

3. 作成した行にテキストをタイプ入力します。

[image: image528.png]


下に示す例では、最初の行には版下全体を占めるORNAMENTキャラクタが含まれています。このロゴ内の中央にテキストを配置するには、行＃1の上にテキスト行をタイプ入力してください。

[image: image529.png]



[image: image530.png]



[image: image531.png]



 XE "手動モード " \y "しゅどうもーど" \* MERGEFORMAT 

 XE "ロゴ " \y "ろご" \* MERGEFORMAT [image: image532.png]


垂直線または水平線を引く

1. 手動モードを起動します。

2. 右クリックします。

3. [image: image533.png]


コンテクストメニューでテキストタイプから直線（水平と垂直)コマンドをクリックします。

4. X座標とY座標を参照しながら線の始点をクリックします。

5. ポインタをドラッグして線を引きます。

6. 線の終点でダブルクリックします。

[image: image534.png]



[image: image535.png]



[image: image536.png]


版下では、各線が1本の線になります。

テキスト入力に戻る方法は？

1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 右クリックします。

3. [image: image537.png]


コンテクストメニューでテキストタイプから標準コマンドをクリックします。

[image: image538.png]



水平以外のテキスト
 XE "テキスト " \y "てきすと" \* MERGEFORMAT [image: image539.png]


テキストを縦書き形式で表示する

1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 手動モードを起動します。

3. 既存の行を編集するため、対象となる行をクリックします。

ハンドルと選択フレームが表示されます。
[image: image540.png]



4. 右クリックします。

5. [image: image541.png]


現れるコンクスストメニューで、選択した行のベースラインをクリックし、そのベースラインの関連パラメータを定義します。

	[image: image542.png]»|




傾斜させたテキスト行
[image: image543.png]»|




縦書きテキスト
[image: image544.png]»|




円弧テキスト
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水平テキスト行に戻る方法は？

1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 既存の行を修正するため、対象となる行をクリックします。

3. マウスの右ボタンを使ってクリックします。

4. [image: image546.png]


コンテクストメニューでテキストタイプから標準コマンドをクリックします。

[image: image547.png]



 XE "縦書きテキスト " \y "たてがきてきすと" \* MERGEFORMAT [image: image548.png]


縦書きテキスト行を表示する

1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 右クリックします。

3. [image: image549.png]


コンテクストメニューでテキストタイプから縦文字コマンドをクリックします（必要に応じて、手動モードを起動してください）。

4. 他の行パラメータを定義します。
	
	行揃えを設定します。
[image: image550.png]


ベースラインの中央
[image: image551.png]


上揃え
[image: image552.png]


下揃え

	[image: image553.png]



	行揃えポイントから左マージンまでの距離を入力します。

	[image: image554.png]



	上マージンまでの距離を入力します。

	[image: image555.png]



	可能な最大長さを入力します。
[image: image556.png]


中央揃えの場合、ベースラインの両端を移動して調整します。
[image: image557.png]


上揃えの場合、ベースラインの下端を移動して調整します。
[image: image558.png]


下揃えの場合、ベースラインの上端を移動して調整します。

	[image: image559.png]



	既存のキャラクタが入力されていた場合、残りのスペースより低いテキスト高さを入力してください。


5. テキストをタイプ入力します。入力したテキストを選択するには、カーソルを下にドラッグしてください。

[image: image560.png]



[image: image561.png]
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テキスト行を角度をつけて表示する

1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 右クリックします。

3. [image: image563.png]


コンテクストメニューでテキストタイプから縦文字コマンドをクリックします（必要に応じて、手動モードを起動してください）。

4. 角度ダイアログボックスで行の勾配を設定します ヘルプ
a. -180°から+180°の間の角度を入力します。

b. テキストを同じ角度で傾斜させるため、[image: image564.png]


傾斜ボックスをクリックします。
c. [image: image565.png]


をクリックします。

5. 他の行パラメータを定義します。
	[image: image566.png]
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[image: image568.png]



	テキスト行揃え。
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	ベースラインの左端から左マージンまでの距離を入力します。
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	上マージンまでの距離を入力します。

	[image: image571.png]



	可能な最大長さを入力します。ベースラインの右端を移動して調節してください。

	[image: image572.png]



	ベースラインから最も近いマージンまでの距離より小さいテキスト高さを入力します。


6. テキストをタイプ入力します。入力したテキストを選択するには、カーソルをベースラインの勾配に沿ってドラッグしてください。

[image: image573.png]



[image: image574.png]



円弧テキスト
 XE "円弧テキスト " \y "えんこてきすと" \* MERGEFORMAT [image: image575.png]


テキスト行を円弧状に表示する

1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. ベースラインとして使用する円を描きます。
3. 始点角度と終点角度を用いて円弧を設定します。
4. 円弧に載せるテキストの向きを定めます。
5. 行揃えを設定します。
[image: image576.png]


テキストは円弧の頂点に中央揃えされます。
[image: image577.png]


テキストは始点位置に揃えられます。
[image: image578.png]


テキストは終点位置に揃えられます。

6. テキストをタイプ入力します。入力したテキストを選択するには、カーソルを円弧の曲線に沿ってドラッグしてください。

[image: image579.png]


テキストが版下面エリアを越えないよう円弧パラメータを定義してください。いくつかの値を適用して試し、正しく表示されるようにしてください。

[image: image580.png]
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円弧テキスト用にベースラインを描く

選択した方法にかかわりなく、円を描き、始点角度と終点角度を用いて円弧を設定します。

1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 円弧を作成します。

モード1：弦と高さを用いる

	3. 円弧の頂点の位置を指定します。
a. [image: image582.png]


距離F2を入力します。

b. [image: image583.png]


距離F3を入力します。

4. 円弧ダイアログボックスを開きます。

5. 弦または円弧の両端間の距離を入力します。
• 値を0にすると、円ができます。
• 値を高さと同じにするか、高さの2倍にすると半円ができます。

6. 高さまたは弦の中心から円弧の頂点までの距離を入力します。

7. [image: image584.png]


をクリックします。
	[image: image585.png]





モード2：中心点と半径を用いる

	3. 円弧ダイアログボックスを開きます。
4. 円弧の中心の位置を指定します。

a. X座標を入力します。入力できる最大値は版下の長さです。

b. Y座標を入力します。入力できる最大値は版下の高さです。

5. 半径を入力します。入力できる最小の値は上記座標（XまたはY）のうち小さい方の座標です。

6. [image: image586.png]


をクリックします。

[image: image587.png]


距離F3にX座標を入力します。

[image: image588.png]


距離F2にY座標を入力します。
	[image: image589.png]





[image: image590.png]


円弧ダイアログボックスで、円弧の弦と高さを入力する場合
・対応する中心点と半径が計算されます。逆もまた同じです。
・中心点と半径を入力することはできません。逆もまた同じです。

[image: image591.png]
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円弧の始点角度と終点角度を定義する

これらの角度によって円弧の大きさを定め、次にテキストの方向の設定に進みます。

1. ベースラインとして使用する円を描きます。
2. 円弧ダイアログボックスに、始点および終点のそれぞれの角度について、負の値（0から-180°）または正の値（0から+180°）を入力します。

3. [image: image593.png]


をクリックします。[image: image594.png]


長さF5は円弧の長さを表示します。

[image: image595.png]


[image: image596.png]


マウスを使って角度を調整する場合、円弧状の行をクリックし、現れた右または左ハンドルをドラッグして調整します。

	[image: image597.png]e




始点 = -25°
終点 = 125°
	[image: image598.png],\@% Wiy




始点 = 30°
終点 = 125°


[image: image599.png]
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円弧テキストの向きを定める

1. ベースラインとして使用する円を描きます。
2. 円弧ダイアログボックスで円弧に載せるテキストの向きと位置に合う方向をクリックします。

	
	右回りテキスト
	左回りテキスト

	円弧の外側にテキストを配置
	[image: image601.png]
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	円弧の内側にテキストを配置
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	[image: image604.png]





[image: image605.png]


円弧に載せるテキストの方向により、過剰な自動詰めが起きない、またはテキストが版下の外へあふれ出ないようテキスト最大高さを選定してください。

[image: image606.png]



「指定してクリックする」だけの簡単設定
 XE "版下 " \y "はんした" \* MERGEFORMAT 

 XE "寸法 " \y "すんぽう" \* MERGEFORMAT 

 XE "「指定してクリックする」だけの簡単設定 " \y "していしてくりっくするだけのかんたんせってい" \* MERGEFORMAT [image: image607.png]


「指定してクリックする」だけの版下設定

下記の設定により、マシンに基づいて材料寸法やプレート内のテキスト寸法をプログラムと対話しながら調整することができます。
これらの設定を行うには、簡易彫刻画面の彫刻ステータスに示される指示に従って行ってください。

[image: image608.png]


版下サイズを定める
[image: image609.png]


テキストサイズを定める
 XE "版下 " \y "はんした" \* MERGEFORMAT 

 XE "「指定してクリックする」だけの簡単設定 " \y "していしてくりっくするだけのかんたんせってい" \* MERGEFORMAT [image: image610.png]


マシンに基づいて版下サイズを定める

[image: image611.png]


このオペレーションのまえに、マシンでの設定のための可視マーカーを指定してください。

1. プレートバーで[image: image612.png]


をクリックします。

	簡易彫刻画面はマシン上のプレートのプレビューを表示します。
必要に応じて、別の彫刻方向をクリックしてください。
	[image: image613.png]This is the plate







2. [image: image614.png]


ジョイスティックを使って、マシンに基づいて材料寸法を設定します。

a. ツールホルダーを版下の左上角に移動します。

	スピンドルを彫刻エリアの最初のコーナーへ動かしてください。移動後、チェックボタンを押してください。 
x=xxx.xx y=yyy.yy


b. [image: image615.png]


この位置を保存します。
c. ツールホルダーを反対側の角に移動します。
	スピンドルを対角線のコーナーへ動かしてください。移動後、チェックボタンを押してください。 
x=xxx.xx y=yyy.yy


d. [image: image616.png]


この位置を保存します。
版下画面には、マシンに基づいて設定した寸法の版下が表示されます。
[image: image617.png]


手動モードで作業する場合、 手動モードを起動するまえに「指定してクリックする」だけの版下設定を行ってください。
 XE "テキスト " \y "てきすと" \* MERGEFORMAT 

 XE "「指定してクリックする」だけの簡単設定 " \y "していしてくりっくするだけのかんたんせってい" \* MERGEFORMAT [image: image618.png]


マシンに基づいてテキストサイズを定める
[image: image619.png]


このオペレーションのまえに、マシンでの設定のための可視マーカーを指定してください。
1. テキストバーで[image: image620.png]


をクリックします。
	簡易彫刻画面はマシン上のプレートのプレビューを表示します。
必要に応じて、別の彫刻方向をクリックしてください。
	[image: image621.bmp]


2. [image: image622.png]


ジョイスティックを使って、マシンに基づいてテキスト寸法を設定します。

a. ツールホルダーをテキストの左上角に移動します。

	スピンドルを彫るべきラインの一方の端に動かしてください。移動後、チェックボタンを押してください。
x=xxx.xx y=yyy.yy 


b. [image: image623.png]


この位置を保存します。
c. ツールホルダーを反対側の角に移動します。
	スピンドルを彫るべきラインの反対の端に動かしてください。移動後、チェックボタンを押してください。
x=xxx.xx y=yyy.yy


d. [image: image624.png]


この位置を保存します。
版下画面には、マシンに基づいて設定したテキスト寸法に適した版下面が自動的に表示されます。
[image: image625.png]


[image: image626.png]


テキストバーに示される高さと長さは、マージン間に行を最適配置するためテキスト行ごとに再比例計算されます。
[image: image627.png]



彫刻の準備をする
 XE "彫刻 " \y "ちょうこく" \* MERGEFORMAT 

 XE "オートメーション " \y "おーとめーしょん" \* MERGEFORMAT [image: image628.png]


彫刻の準備をする

1. 彫刻画面で表示される材料リストから該当する材料をクリックします。[image: image629.png]



2. 必要に応じて、先に選択されていた彫刻パラメータを調整してください。
	[image: image630.png]



	深度ノーズ（デフォルト設定：ノーズを使って彫刻）

	[image: image631.png]



	彫刻深度

	[image: image632.png]



	Z軸自動調節（デフォルト設定：自動）

	[image: image633.png]



	ツール回転（デフォルト設定：アクティブ）

	[image: image634.png]g
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	機械原点（デフォルト設定：バイス中心点）

	[image: image635.png]



	彫刻方向彫刻方向（デフォルト設定：ノーマル）

	[image: image636.png]»|




	上級彫刻パラメータ


3. 推奨ツール等がお手元にあることを確認してください。
	[image: image637.png]



	彫刻ツール（カッター）

	[image: image638.png]S




	材料を所定位置に固定する冶具


[image: image639.png]


必要に応じて、最寄のグラボグラフ販売店にお問合せください。

4. 必要に応じて、彫刻パラメータを保持するため版下を保存してください。

5. マシンの据付けおよびPCとのリンクをチェックします。

6. 彫刻の前に設定を行います。
7. 彫刻指示をマシンへ転送します。
彫刻オプションを設定する

1. 版下画面を右クリックします。

2. [image: image640.png]


コンテクストメニューのオプションツール[image: image641.png]


をクリックします。

3. サブメニューで必要なコマンドをクリックします。

	レッドポインタを照射
	次の設定のためにマシンで可視マーカーを使用することをクリックして指定します。
• 「指定してクリックする」だけ簡単設定用
• 彫刻前の設定用
• レッドポインタを照射: 赤色ポインタマシンのツールホルダーにレーザーダイオードが取り付けられる場合。

   レッドポインタを照射: ツールチップダイオードなしの場合。

	右側原点停止
	クリックして彫刻の終わりでツールが戻る（復帰する）ポイントを指定します。

  右側原点停止: ツールはデフォルトの設定では版下の左上角に戻ります。

• 右側原点停止: ツールは版下の右上角から5 cm桁移動します。

	オートメーション
	[image: image642.png]»|




自動機械モードで入出力を管理する
[image: image643.png]»|




アクティブマシンに接続する彫刻用付属品を指定する


[image: image644.png]
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深度ノーズを使って彫刻する

1. 彫刻画面で、彫刻をノーズを使って行うかまたは使わずに行うか、クリックして指定します。

2. Z基準点、次に彫刻深さを定義します。

	[image: image646.png]



	ノーズを使って彫刻する

深度ノーズを使って彫刻すると、精密なZ基準点設定が必要なくなり、（厚さが変化する材料の）全表面にわたって精密で一定した彫刻深さを維持することができます。

	[image: image647.png]



	ノーズなしで彫刻する

[image: image648.png]


ノーズが彫刻される材料を傷付ける恐れがない限り、ノーズの使用をお勧めします。


[image: image649.png]
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彫刻深さを設定する

Z基準点から測定する彫刻深さは、ツールが材料を彫る距離です。この深さは、調整ノーズを使って彫刻するか、使わないで彫刻するかにより異なります。

	[image: image651.png]



	[image: image652.png]



	マシンに基づいて彫刻深さを設定します。 彫刻画面に表示される目盛り数までダイヤルを回します。
彫刻は、版下全体にわたってツールが一筆書きする様式（シングルパス）で行われます。

	[image: image653.png]



	[image: image654.png]



	深さを入力してください。入力できる最大深さは材料厚さです。

	
	[image: image655.png]



	設定した深さに徐々に到達するため、複数回のパスが必要になることにご注意ください。


[image: image656.png]


Z基準点を設定するたびに彫刻深さを調整してください。

[image: image657.png]
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Z基準点を設定する

	Z基準点は、彫刻を行うためツールを下げるとき、ツールが材料と接するポイントです。
深さとクリアランスは、このZ基準点から計算されます。
	[image: image659.png]





1. 彫刻画面で、自動または手動Z基準設定をクリックします。

	[image: image660.png]


[image: image661.png]



	深度ノーズを使って彫刻する場合、自動Z基準点設定を用いてください。

	[image: image662.png]


[image: image663.png]Z ref. | )




	ノーズなしで彫刻する場合、マシンでの手動Z基準点に設定してください。

[image: image664.png]


この設定の方法については、マシンに同梱のマニュアルを参照してください。


2. 転送後、マシンでZ基準点を設定します。

[image: image665.png]
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ツール回転を制御する

彫刻画面で、スピンドルモータによって駆動されるツール回転を使用するかしないかクリックして指定します。

	[image: image667.png]



	ツールを回転させる（スピンドルモータON）

ツールの回転により、材料を指定の深さで取り除くことができます。

スピンドルモータはマシンで彫刻が開始されてから始動します。

	[image: image668.png]



	固定ダイアモンドツール（スピンドルモータOFF）

ダイアモンド彫刻は材料表面を掻き取るためツール回転の必要はありません。


[image: image669.png]


スピンドルモータはマシンから制御できます。

[image: image670.png]
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彫刻原点を指定する

彫刻画面でクリックして、彫刻エリアにおける版下位置に応じて、固定または任意、中心または左上に版下原点を指定します。
版下原点は、どの固定原点にも一致しないとき任意原点になります。次の場合に任意原点になります。
• プレートの設置面積により、彫刻エリアの中心または左角に版下原点を固定することができない場合。
• プレート上の版下位置により、版下原点が彫刻エリアの中心または左角からずれる場合。

	[image: image672.png]



	バイス中心（固定）

版下の中心が彫刻エリアの中心と一致します。この固定原点は、自動センタリングバイスを使って彫刻する場合に推奨します。この付属品によりプレートを彫刻エリアの中心に据えることができます。

	[image: image673.png]



	対称軸中心

版下の中心がシリンダ彫刻のための軸の中心と一致します。この固定原点は、IM4R/RMマシンのマンドレルまたはシリンダアタッチメントに固定されるシリンダを彫刻する場合に推奨します。

	[image: image674.png]



	左上角（固定）

版下の左上角が彫刻エリアの左上角と一致します。この固定原点は、低圧力でプレートを彫刻する場合、または彫刻エリアの左上角にプレートを設定できるT-スロットまたは固定テーブルを使って彫刻する場合に推奨します。

	[image: image675.png]



	任意中心点
バイスまたはマンドレルの中心軸に対する版下中心のXY座標をクリックして、キー入力します。デフォルトでは
・X座標は彫刻エリア長さの半分に等しい値です。
・Y座標は彫刻エリア高さの半分に等しい値です。

[image: image676.png]


版下の任意中心点をマシンで直接設定することができます。

	[image: image677.png]



	左角任意原点

彫刻エリア内にある版下左上角のXY座標をキー入力します。


[image: image678.png]


任意原点をクリックできるのは、版下面が彫刻エリアより小さい場合に限られます。
任意原点位置により版下が彫刻エリア外に押し出されないことを確認してください。彫刻のために転送中に前記のはみ出しが検出された場合、任意原点のXY座標を訂正するよう求めるメッセージが現れます。

[image: image679.png]
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彫刻方向を指定する

彫刻画面でクリックして、材料寸法と材料に応じて版下の方向を指定します。

どの方向でも指定可能ですが、各寸法が彫刻エリアの高さ以下である必要があります。

	
	ノーマル：版下の長さが彫刻エリアの高さを超える場合
	90°回転：版下の高さが彫刻エリアの高さを超える場合

	
	[image: image681.png]


他の寸法も彫刻エリアの高さを超えないようにしてください。

	上面：材料の表面を彫刻する場合
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	裏返し：材料を深く彫刻し、その上に透明層（グラボグラス2）がある場合
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彫刻ツールを選定する

1. 彫刻画面で、次の要件に適合するグラボグラフツールの資料を調べます。

· 彫刻パラメータ

· キャラクタのフォントおよび高さ

2. 転送後、ツールホルダーにツールを取り付けます。

[image: image700.png]


怪我などのリスクを排除するため、安全手袋を着用してツールを扱ってください。

[image: image701.png]
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材料の上のクリアランスをチェックする

1. 彫刻画面で必要なクリアランスを確認します。Z基準点から測定されるこのパラメータは、ツールが2つの異なるパスで彫刻される間に自動的に上昇する距離を定義します。

2. 材料の最も高い隆起が、材料厚さとクリアランスの合計より低いことを確認します。ツールが彫刻を行わずに移動するとき、材料に当たってはなりません。

[image: image703.png]
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バイス冶具を選定する

1. 彫刻画面に表示されるグラボグラフ冶具の資料をご覧ください。

2. 平らな彫刻を施す物体を固定する冶具をバイスに取り付けます。

[image: image705.png]
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彫刻パラメータをカスタマイズする

彫刻画面でユーザー設定をクリックします。現れるユーザーダイアログボックスで、次のパラメータをします ヘルプ
	[image: image707.png]



	材料に彫刻するための水平XY速度
材料を彫るための垂直Z速度  

	[image: image708.png]



	ツール下降後の彫刻遅延時間
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	最終的な深さに徐々に到達する場合の1回のパス深さ
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	彫刻総深度
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	クリアランス


[image: image712.png]


次のパラメータと共に彫刻パラメータを定義してください。
• マシンの技術特性
• 彫刻対象の材料（厚さ、抵抗力、平面度）
• 彫刻ツール（直径、タイプ、研削）
• 版下（フォント、テキスト高さ、連続制作…）

[image: image713.png]
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クイック：自動機械モードで入出力を管理する

A. 版下画面を右クリックします。

B. [image: image715.png]


コンテクストメニューのオプションツール[image: image716.png]


をクリックします。

C. サブメニューで入出力をクリックして、自動機械モードの入出力を設定します。
自動機械モードに設定すると、お使いの彫刻マシンを自動生産ラインに組み込むことができます。
自動機械モードでの入出力をアクティブにすると、マシンのI/Oポートを経由して送られてくる信号を使って彫刻マシンが駆動されます。

[image: image717.png]


自動機械モードでは、彫刻マシンは最終生産ライン（例：彫刻マシン＋自動機械＋ローディングロボット）に組み込まれます。 ワークステーションは、安全規則に準拠しなければならない全体的な生産工程に加わります。
CEマーキングに関して行われているリスク分析は、グラボグラフ彫刻マシンと付属品の活用に関する事柄に限られています。
全体的な生産工程に合わせるため彫刻マシンを改造する設置者は必ず、最終的なワークステーションがCE規格に適合することを確認してください。

[image: image1.jpg]Simple, easy-to-operate softu




接続を行うまえに、技術者は必ず、彫刻マシンのI/Oポートとワークステーションを結ぶケーブルが様々な入出力の電気および電子特性に適合することを確認してください。
接続不良はお使いのマシンに修理不可能な損傷を与える恐れがあります。
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自動機械モードで作業するには、材料ダイアログボックスで入出力を設定してください。

1. [image: image719.png]


設定する必要のある入力（1～4）または出力（1～4）をクリックします。

2. [image: image720.png]


選択した入力に割り当てるコマンドをドロップリストからクリックして指定します。

	*
	コマンド割当てを取り消します。

	開始
	彫刻を開始します。

	休止
	彫刻を中断します。

	原点復帰
	ツールホルダをマシンの原点（0, 0）に送ります。


3. [image: image721.png]


選択した出力に割り当てる状態をドロップリストからクリックして指定します。

	*
	状態割当てを取り消します。

	クリーナー
	彫刻屑抽出器ON

	スピンドルモータ
	スピンドルモータ回転ON

	プレート原点
	ツールホルダは彫刻対象のプレートの原点（0, 0）位置

	Z原点ヘ下降
	ツールはZ基準点で材料に接触

	休止/彫刻
	彫刻を中断/再開


4. [image: image722.png]


必要な入出力の設定後、クリックします。
同じ機能を複数の入力または出力に割り当てることができます。

[image: image723.png]


所定の彫刻ステータスのとき、マシンに接続されている付属品（彫刻屑抽出器または潤滑装置）に電源を投入する方法は？

例えば、スピンドルモータをONにしたときこれらの付属品（最高3つ）の電源を入れたい場合：
スピンドルモータ状態を出力1に割り当てて、これらの付属品を起動するという設定がよく用いられます。

[image: image724.png]



彫刻の前に行う設定
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彫刻のまえにマシンについて設定を行う

[image: image726.png]


これらの設定にアクセスするには、マシンをお使いのコンピュータのUSBポートへ接続してください。
マシンに電源を投入します。

上記の作業を行うと、お使いのコンピュータに接続されたマシンの制御パネルを使って彫刻プロセスを設定できます。
これらの設定を行うには、簡易彫刻画面の彫刻ステータスに示される指示に従って行ってください。

[image: image727.png]


[image: image728.png]


版下の任意中心点を設定する
[image: image729.png]


版下境界線を試験する
[image: image730.png]AB
AB



彫刻をシミュレートする
[image: image731.png]


マシンで彫刻を始める前に各設定を行ってください。
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[image: image733.png]


マシンで版下の任意中心点を設定する

[image: image734.png]


このオペレーションのまえに、マシンでの設定のための可視マーカーを指定してください。

1. 彫刻画面で、任意中心点を設定するのに使用するモードをクリックしてください。
[image: image735.png]


彫刻エリアの中心に設定
[image: image736.png]


記録されている直前の彫刻原点に設定

	簡易彫刻画面はマシン上のプレートのプレビューを表示します。
原点は十字マークで示されます（ここでは彫刻エリアの中心）。
必要に応じて、別の彫刻方向をクリックしてください。
	[image: image737.png]This ispe plate







2. ジョイステックキーを押して、ツールホルダーを初期彫刻原点にセットします。

3. [image: image738.png]


ツールをプレート上の版下の新しい中心点にセットします。

	矢印ボタンで、新しい原点位置を定めてください。移動後、チェックボタンを押してください。
x=xxx.xx y=yyy.yy


4. [image: image739.png]


この位置を保存します。彫刻ステータスは、新しい原点のXY座標を表示します。
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マシンで版下境界線を試験する

[image: image741.png]


このオペレーションのまえに、マシンでの設定のための可視マーカーを指定してください。

1. [image: image742.png]


彫刻画面をクリックします。

	簡易彫刻画面はマシン上のプレートのプレビューを表示します。
必要に応じて、別の彫刻方向をクリックしてください。
	[image: image743.png]This is the plate







2. [image: image744.png]


キーを押します。するとツールホルダーが最初の彫刻ポイントの上に移動します。

	最初のポイントに行くために、スタートボタンを押してください。
x=xxx.xx y=yyy.yy


3. [image: image745.png]


このキーを押すたびに、彫刻ステータスは版下境界線を確認するよう要求します。
	1番目のコーナーを見るために、スタートボタンを押してください。
x=xxx.xx y=yyy.yy


ツールホルダーが各版下境界線へ移動するパスがマシン上のプレートプレビューにリアルタイムで描かれます。
このオペレーションの終わりにはフル彫刻画面が背景になります。
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マシンで彫刻プロセスをシミュレートする
[image: image747.png]


このオペレーションのまえに、マシンでの設定のための可視マーカーを指定してください。
1. [image: image748.png]AB
AB



彫刻画面をクリックします。

	簡易彫刻画面はマシン上のプレートのプレビューを表示します。
必要に応じて、別の彫刻方向をクリックしてください。
	[image: image749.png]This is the plate







2. [image: image750.png]


このキーを押してシミュレーションを実行します。彫刻エリアを移動するツールホルダーのパスを注視してください。

このオペレーションの終わりにはフル彫刻画面が背景になります。

転送と彫刻
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版下をマシンに転送する

1. 彫刻パラメータを定義します。以下を使用可能にしていることを確認します。
[image: image752.png]


深度ノーズを使って彫刻する
[image: image753.png]


Z軸自動調節

2. [image: image754.png]


彫刻画面 をクリックして転送を実行します。転送が終了するとマシンは「ビーッ」という音で知らせます。
転送後、版下の特定の行から彫刻を再開できます。

3. 彫刻の対象物をマシンに固定します。

4. 彫刻が最善の安全条件下で行われることを確認してください。
[image: image755.png]


ツールホルダーにあるこの記号は、彫刻中はスピンドルが回転して危険であること（火傷または切断の危険）を示しています。

彫刻中の挫傷の危険を避けるため、以下の行為を行わないでください。

• ツールの近くに留まらないでください。

• スピンドルホルダーの側に立たないでください。

彫刻中に彫刻屑が目に入らないよう、安全ゴーグルを着用してください。

スピンドルやマシンの他の可動部品の動きを妨げる障害物（人、物）がないことを確認します。

5. マシンを使って彫刻を開始します。
[image: image756.png]
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マシンを使って彫刻を開始する

1. コントロールパネルの[image: image758.png]


キーを押します。するとツールホルダーがプレート上の最初の彫刻ポイントに移動します。

	彫刻進行中


2. 彫刻画面の彫刻ステータスに示される指示に従って、自動Z基準点を見つけ出します。（他の画面はまだ使用不可能です。）

a. スピンドル圧を調整します。[image: image759.png]


設定を確認します。するとスピンドルが下降し、プレートに当たります。

	カッターを取り外し深度目盛りを０に合わせてから、チェックボタンを押してください。


b. カッターをツールホルダーに取り付け、Z基準点設定を行います。[image: image760.png]


設定を確認します。すると、ツールホルダーは上昇します。

	カッターの先が材料に触るまでスピンドルへ挿入してから、チェックボタンを押して次へ進んでください。


c. 彫刻画面に表示される目盛り数[image: image761.png]


に従って彫刻深さを設定します。

	深度目盛りを調節してから、緑色のスタートボタンを押してください。


3. [image: image762.png]


スタートキーを押します。するとツールホルダーが最初の彫刻ポイントに移動し、彫刻を始めます。

次のメッセージが現れると、彫刻プロセスは終了です。マシンは待機状態で次の転送を待ちます。

	データ転送OK


[image: image763.png]


ツールホルダーが完全に停止するまで待ってから彫刻の終わった物体をマシンから取り出してください。

[image: image764.png]


まえに転送されたデータは転送のたびに上書きされます。新たに転送を行わない限り、現在の版下とパラメータを用いて彫刻プロセスを繰り返すことができます。

[image: image765.png]
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彫刻を再開する

1. 彫刻のための版下を転送します。
2. 再開画面を開きます。作成の順番により、各行の番号が濃い藍色の背景色の上に示されます。

3. [image: image767.png]


キーを押しながら、再彫刻したい行をクリックします。すると、クリックした行の番号が赤の背景色で表示されます。

4. [image: image768.png]


をクリックして版下を転送します。転送が終了するとマシンは「ビーッ」という音で知らせます。

5. マシンを使って彫刻を開始します。
[image: image769.png]



[image: image770.png]



プレートをシリーズで制作する
 XE "シリーズ " \y "しりーず" \* MERGEFORMAT [image: image771.png]


プレートをシリーズで制作する

1. プレートシリーズ用モデルとして使用する版下を作成します。複数の同じプレートがそのモデルパラメータとテキストを共用します。

2. マトリックスモードまたはテキストに挿入する変数を用いてプレートシリーズを制作します。

3. 彫刻のためのプレートシリーズを転送します。
[image: image772.png]
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マトリックスプレートシリーズを制作する

マトリックス機能により、一連の同一プレートをサポートプレートの上に彫刻することができます。

1. プレートシリーズ用モデルとして使用する版下を作成します。

2. 必要に応じて、テキストに自動番号や名前リストを挿入します。
変数を使えば、プレートシリーズにわたって自動番号付けやテキストの自動書換えが行えます。

3. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

4. 右クリックします。

5. [image: image774.png]


現れるコンテキストメニューからマトリックスコマンドをクリックします。マトリックスダイアログボックスが現れ、以下を表示します。
• 彫刻可能面積に対するプレート面積で表した最大プレート数、およびプレートの方向（0°、180°または90°）。
• プレートサポートの寸法。プレートシリーズの全体寸法にすることを推奨します。

各パラメータを設定したあと、適用をクリックしマトリックスシリーズのプレビューを更新します。 

6. サポートプレートにプレートを配列するため、縦方向のプレート枚数と横方向のプレート枚数をキー入力します。
[image: image775.png]



7. プレートを切り取るには、軸カットを全部または一部（デフォルトではなし）クリックします。[image: image776.png]



8. 全体または部分切取りの場合：
• プレートとサポートプレートの縁との間に境界線をキー入力します。
• 切取りツールが通りぬけられるよう、プレート間にスペースをキー入力します。
[image: image777.png]



[image: image778.png]


プレートをシリーズで制作します。

[image: image779.png]



テキスト変数
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テキスト変数を用いてプレートを連続して制作する

テキスト変数を使えば、一連の同じプレートをテキストだけを自動的に入れ換えて一度に作成することができます。

	例えば、アパートの各部屋の表札を彫刻したい場合を想定してください。
	[image: image781.jpg]" Door 1 - Mr WISE







1. この付属品を使って彫刻するためプレートシリーズをロードする場合は、APFシステムを指定してください。

2. プレートシリーズ用モデルとして使用する版下を作成します。

3. 適切なテキスト変数を作成します。
• アパートの各居住者の名前を記載した名前リスト
• アパートの部屋番号に対応する自動番号付け

4. モデルテキストに作成した変数を挿入します。シリーズに含まれる各プレートは、名前リストから採った名前と、自動番号付け機能を用いて生成された部屋番号を表示します。

[image: image782.png]
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自動番号を生成する

このテキスト変数は、一連の番号付きプレートを作成するのに用いる連番です。

1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 右クリックします。

3. [image: image784.png]


現れるコンテクストメニューからナンバリングコマンドをクリックします。

4. [image: image785.png]


連番設定をクリックします。

5. 増減値タブで、番号を追加または編集します ヘルプ
a. インクリメンテーション1または2をクリックします。

b. 自動番号パラメータを入力します。

	自動番号特性
	開始
	終了
	増分
	番号

	昇番号にするには
開始番号より大きい終了番号を入力します。
• 正の増分を入力します。
[image: image786.png]


この条件に従っていなければ、開始番号と終了番号は自動的に逆になります。
	0
	5
	1
	0, 1, 2, 3, 4, 5

	降番号にするには
開始番号より小さい終了番号を入力します。
• 負の増分を入力します。
[image: image787.png]


この条件に従っていなければ、開始番号と終了番号は自動的に逆になります。
	6
	2
	-2
	6, 4, 2

	最後の番号が増分の倍数でなければ、自動番号は最後の番号の前の一番近い倍数で終了します。
	18
	25
	2
	18, 20, 22, 24

	増分が最初の番号と最後の番号の差より大きい場合、自動番号は最初の番号が付けられるだけで終わります。
	18
	19
	2
	18


· 自動番号付け開始の最初の番号

· 自動番号付け終了の最後の番号

· 増分、すなわち2つの連続する番号間の間隔
[image: image788.png]



c.  追加 をクリックします。

6. 可変ダイアログボックスで[image: image789.png]


をクリックします。

7. 版下を保存して、作成した変数を保持します。

[image: image790.png]



 XE "名前リスト " \y "なまえりすと" \* MERGEFORMAT 

 XE "変数 " \y "へんすう" \* MERGEFORMAT [image: image791.png]


名前リストを作成する

このテキスト変数は、一連の個人別のプレートを作成するのに用いる一連のデータ(名前、住所、職業など）です。

1. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

2. 右クリックします。

3. [image: image792.png]


現れるコンテクストメニューからリスト彫りをクリックします。

4. [image: image793.png]


取込みをクリックします。

5. リストファイルタブで、名前を追加または編集します ヘルプ
a. File欄の名前リスト1または2をクリックします。

b.  編集 をクリックします。

c. ワードパッドテキストエディタを使って名前リストのデータを入力します。

	[image: image794.png]SLOANE
SMITH
HARRIS





A. 最初のデータ項目のテキストをタイプ入力します。

B. 改行を入れます（[image: image795.png]


またはキャリッジリターンを押します）。

C. 次のデータ項目を入力します。

D. 改行を入れます。

E. リストの最後のデータ項目が入力できるまで、CとDの手順を繰り返します。テキストの最後には改行を入れないでください。

F. リストを[image: image796.png]


Quick folder（クイックフォルダ）に.txtファイルとして保存します。

G. [image: image797.png]


をクリックしてワードパッドを閉じます。


d.  参照… をクリックします。

e. 名前リストのデータが入っている[image: image798.png]


.txtファイルをクリックします。

f.  開く をクリックします。

6. 可変ダイアログボックスで[image: image799.png]


をクリックします。

7. 版下を保存して、作成した変数を保持します。

[image: image800.png]
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テキストに変数を挿入する

1. 適切な変数を作成します：名前リストまたは自動番号
2. 版下画面で白い材料エリア内（マージン以外の部分）をクリックします。

3. モデル用テキストの変数を挿入したい箇所[image: image802.png]


をクリックします。

4. 右クリックします。

5. [image: image803.png]


現れるコンテクストメニューから次をクリックします。

[image: image804.png]



リスト彫りをクリックし、次に既存の変数 [image: image805.png]


リスト1またはリスト2をクリックします。
テキスト内に[image: image806.png]


または[image: image807.png]E2




というキャラクタが表示されます。

[image: image808.png]



ナンバリングをクリックし、次に既存の変数[image: image809.png]


ナンバー1またはナンバー2をクリックします。
テキスト内に[image: image810.png]EEN



または[image: image811.png]B2




というキャラクタが表示されます。

[image: image812.jpg]



	属性の適用
	1. 変数に一致するキャラクタを選択します。

2. 連続して各プレートに挿入されるテキストのスタイルを決める属性を設定します。

	削除
	1. 変数に一致するキャラクタを選択します。

2. [image: image813.png]


キーを押します。テキストから変数は消えますが、可変ダイアログボックスには利用できる状態で残ります。


[image: image814.png]
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プレートシリーズを転送する

1. プレートシリーズの彫刻パラメータを定義します。
2. 彫刻指示をマシンへ転送します。
3. マシンを使って彫刻を開始します。
マシンはプレートを彫刻し、彫刻が終わると休止します。

a. 彫刻済みのプレートを取り外します。

b. 次のプレートをバイスに固定します。

c. [image: image816.png]


を押すと、次のプレートの彫刻が始まります。

シリーズのなかの一つのプレートデータを転送します

1. [image: image817.png]


再開画面で、シリーズ内のプレートの順位をタイプ入力するか、マトリックスシリーズのサポートプレート上での配列を入力します。

2. マトリックスシリーズから選択したサポートプレートに含まれている一つのプレートを表示するには、縦列を表すX番号と横列を表すY番号を入力します。

3. [image: image818.png]


を押して確定すると、選択したプレートが表示されます。

4. [image: image819.png]


をクリックして選択したプレートのデータを転送します。転送が終了するとマシンは「ビーッ」という音で知らせます。

5. マシンを使って彫刻を開始します。
	プレート1が自動的に表示されます。
	[image: image820.png]Door 1 - Mr WISH






	ここではプレート5が表示されています。
テキストに表示されたプレートについての変数が含まれていない場合、挿入ゾーンは空のままになります。
	[image: image821.png]Door 5 - Mr |







[image: image822.png]



版下を管理する
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ファイルを管理する

ファイル画面を開きます。このダイアログボックスを使って、以下のオペレーションが実行できます。

[image: image824.png]»|




空の版下を作成する
[image: image825.png]»|




テンプレートから版下を作成する
[image: image826.png]»|




.jobファイルから版下を作成する
[image: image827.png]»|




版下を保存する
[image: image828.png]»|




既存のファイルを開く
[image: image829.png]
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新規の版下を作成する

[image: image831.png]


このオペレーションによって現在開いている版下が削除されます。必要な場合には、まず現在開いている版下を保存してください。

1. ファイル画面で[image: image832.png]


新規作成コマンドをクリックします。

2. [image: image833.png]


をクリックします。メッセージが現れ、新しい版下が現在開いている版下に置き換わることを知らせます。

3.  はい をクリックして新しい版下を作成します。

版下画面は、彫刻するテキストまたはロゴを配置できる版下を表示します。

[image: image834.png]


プログラムを起動したときは常に白紙状態の版下が自動的に表示されます。

[image: image835.png]
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モデルから版下を作成する

[image: image837.png]


このオペレーションによって現在開いている版下が削除されます。必要な場合には、まず現在開いている版下を保存してください。

1. ファイル画面で[image: image838.png]


テンプレートを開くコマンドをクリックします。

2. .jobファイルのリストからモデルを選択します。

[image: image839.png]



版下の名前をクリックします。必要な版下をすばやく見つけるには、リストをクリックし、名前の最初の文字をタイプ入力します。

[image: image840.png]



名前ボックスに名前をタイプ入力します。

3. [image: image841.png]


をクリックして、選択したファイルに対応付けられているテンプレートを開きます。

版下画面は、テキストまたはロゴを含む選択したモデルの版下を表示します。テキストを表示するのに指定のフォントがない場合、デフォルトのフォントで置き換えられます。

[image: image842.png]


をクリックして、グラボグラフウェブサイトからテンプレート（モデル）をダウンロードできます。
テンプレートで提供されているものが彫刻したいもの（材料、形状、大きさなど）と一致していれば、その利用可能なモデルを使って作業することをお勧めします。なぜなら、このモデルを使用すれば、版下の設定および彫刻に関するパラメータは予め自動的に定義されていることになるからです。

[image: image843.png]
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既存のファイルを開く

[image: image845.png]


このオペレーションによって現在開いている版下が削除されます。必要な場合には、まず現在開いている版下を保存してください。

1. ファイル画面で[image: image846.png]


ファイルを開くコマンドをクリックします。

2. .jobファイルのリストから版下を選択します。 

[image: image847.png]



版下の名前をクリックします。必要な版下をすばやく見つけるには、リストをクリックし、名前の最初の文字をタイプ入力します。

[image: image848.png]



名前ボックスに名前をタイプ入力します。

3. [image: image849.png]


をクリックして、選択したファイルに対応付けられている版下を開きます。

版下画面に選択した版下が表示されます。テキストを表示するのに指定のフォントがない場合、デフォルトのフォントで置き換えられます。

[image: image850.png]


オリジナルのファイルを変更せずに残しておく場合、そのコピーを使って作成する版下は別名を付けて保存してください。

[image: image851.png]
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版下をファイルとして保存する

今後使用できるよう版下を残しておきたい場合には、版下を保存してください。版下はお使いのコンピュータに.jobファイルとして保存されます。

1. ファイル画面で[image: image853.png]


名前を付けて保存コマンドをクリックします。

2. 版下を保存する際の名前を指定します。

[image: image854.png]



名前ボックスに名前をタイプ入力します。

[image: image855.png]



既存のファイルを置き換える場合、.jobファイルリストにある既存のファイルの名前をクリックします。

3. 該当する.jobファイルを識別するのに役立つコメントをタイプ入力します。

4. [image: image856.png]


をクリックします。ファイル名がウィンドウヘッダに表示されます。

[image: image857.png]


版下を定期的（例えば30分ごと）に保存してください。不意にファイルが失われてしまった場合、保存しておけば作成物の一部を回復することができます。

停電、コンピュータの故障、またはプログラムエラーが発生した後、プログラムをいきなり終了すると版下は画面から消えます。版下をすでに保存していれば、完全に失われることはありません。

1. [image: image858.png]


Quick（クイック）を起動します。デスクトップにあるこのアイコンをクリックします。

2. 該当する版下の.jobファイルを開きます。

3. 最後に保存してから行った変更をすべてもう一度行います。

次の場合は必ず版下を保存してください
• 長く曲がった、または複雑な版下を作成するとき
• 作業を一時中断しなければならないとき
• 関連.jobファイルを、最新の変更を加えて更新したいとき

[image: image859.png]



クイックチュートリアル
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クイックチュートリアル
[image: image861.png]


プログラムの機能性に関する概要

[image: image862.png]


プログラムを使用しながらのステップ・バイ・ステップガイド

[image: image863.png]


どちらかを選択してください。

テンプレートを使用して各チュートリアルを行います。
	[image: image864.jpg]



	[image: image865.png]





	[image: image866.png]



	Gravoply2バッジを彫刻する

	[image: image867.png]



	陽極酸化アルミタグを彫刻する

	[image: image868.png]N




	IM4Rマシンで金の指輪を彫刻する

	[image: image869.png]



	真ちゅう製の表札を彫刻する

	[image: image870.png]



	M40Gマシンで鉄製のペンを彫刻する


[image: image871.png]


後から再度使用する場合は、ジョブを保存してください。
[image: image872.png]
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	[image: image874.png]


Gravoply 2バッジを彫刻する
(64mm x 16mm / 2-1/2" x 2/3")

	テンプレートから版下を作成する:
[image: image875.jpg]


[image: image876.png]



ファイル画面
	1. ステージパネルからファイル画面を開きます。

2. [image: image877.png]


テンプレートを開くコマンドをクリックします。

3. [image: image878.png]


テンプレートリストから、badge.job.をクリックします。

4. [image: image879.png]


クリックして版下画面に新しい版下を表示します。

	テキストをカスタマイズする:
[image: image880.jpg]


[image: image881.png]



版下画面
	1. 行をダブルクリックして、赤色で表示されるテキスト全体<James Dickens>を選択します。

2. テキストをタイプ入力します。

3. 二行目のテキストの高さを変更します。
a. 行をダブルクリックして、赤色で表示されるテキスト全体を選択します。

b. [image: image882.png]


テキストバーで高さを選択してから、[image: image883.png]


キーを押します。

c. 「4」と入力します。

d. 新しい高さを決定するには、[image: image884.png]


キーを押します。

4. 定規をクリックしてプレートバーを表示します。
5. マシン[image: image885.png]


をクリックします。

	彫刻の準備をする:
[image: image886.jpg]> =



[image: image887.png]



彫刻画面
	1. ステージパネルから彫刻画面を開きます。

2. パラメータがGravoplyの彫刻に設定されていることを確認してください。

オートメーション[image: image888.png]



GravoPly 2
[image: image889.png]



ノーズを使って彫刻する
[image: image890.png]



Z軸自動調節
[image: image891.png]



必要な彫刻深度
[image: image892.png]



ツール回転
[image: image893.png]



深度目盛り数
3. 彫刻に必要な推奨ツール等がお手元にあることを確認してください。

[image: image894.png]



ツールホルダーへ取り付ける深度ノーズ
[image: image895.png]



ツールホルダーへ取り付ける円錐型ツール
[image: image896.png]S




材料を所定位置に固定する冶具
4. 彫刻の対象物を、マシンに取り付けた付属品に固定します。

5. マシンの据付けおよびPCとのリンクをチェックします。

6. 彫刻が最善の安全条件下で行われることを確認してください。
[image: image897.png]


ツールホルダーにあるこの記号は、彫刻中はスピンドルが回転して危険であること（火傷または切断の危険）を示しています。

彫刻中の挫傷の危険を避けるため：
• ツールの近くに留まらないでください。
• スピンドルホルダーの側に立たないでください。

彫刻中に彫刻屑が目に入らないよう、安全ゴーグルを着用してください。

スピンドルやマシンの他の可動部品の動きを妨げる障害物（人、物）がないことを確認します。

7. [image: image898.png]


をクリックして版下を転送します。転送が終了するとマシンは「ビーッ」という音で知らせます。

	マシンで彫刻を行う：
[image: image899.jpg]> =



[image: image900.png]



[image: image901.png]



[image: image902.jpg]



彫刻画面とマシン
	1. [image: image903.png]


コントロールパネルのキーを押します。するとツールホルダーがプレート上の最初の彫刻ポイントに移動します。

彫刻進行中

2. 彫刻画面の彫刻ステータスに示される指示に従って自動Z基準点を見つけ出します。

a. スピンドル圧を調整します。[image: image904.png]


設定を確認します。するとスピンドルが下降し、プレートに当たります。

カッターを取り外し深度目盛りを０に合わせてから、チェックボタンを押してください。

b. カッターをツールホルダーに取り付け、Z基準点設定を行います。[image: image905.png]


設定を確認します。すると、ツールホルダーは上昇します。

カッターの先が材料に触るまでスピンドルへ挿入してから、チェックボタンを押して次へ進んでください。

c. 彫刻画面に表示される目盛り数[image: image906.png]


に従って彫刻深さを設定します。
深度目盛りを調節してから、緑色のスタートボタンを押してください。

3. [image: image907.png]


スタートキーを押します。するとツールホルダーが最初の彫刻ポイントに移動し、彫刻を始めます。

[image: image908.png]


ツールホルダーが完全に停止するまで待ってから彫刻の終わった物体をマシンから取り出してください。


[image: image909.png]
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	[image: image911.png]


陽極酸化アルミタグを彫刻する
(ø 27mm / ø 1-1/2")

	テンプレートから版下を作成する:
[image: image912.jpg]


[image: image913.png]



ファイル画面
	1. ステージパネルからファイル画面を開きます。

2. [image: image914.png]


テンプレートを開くコマンドをクリックします。

3. [image: image915.png]


テンプレートリストから、pettag.job.をクリックします。

4. [image: image916.png]


クリックして版下画面に新しい版下を表示します。

	テキストをカスタマイズする:
[image: image917.jpg]


[image: image918.png]



版下画面
	1. 行をダブルクリックして、赤色で表示されるテキスト<Daisy>全体を選択します。

2. テキストをタイプ入力します。

3. テキストに使用されるフォントを変更する:
a. 行をダブルクリックして、赤色で表示されるテキスト全体を選択します。

b. テキストバーで[image: image919.png]SLS13 B



をクリックして、フォントリストを表示させます。

c. 1画スタイルのフォント(名前に1Lが含まれています)をクリックしてください。

4. 定規をクリックしてプレートバーを表示します。

5. マシン[image: image920.png]


をクリックします。

	彫刻の準備をする:
[image: image921.jpg]> =



[image: image922.png]



彫刻画面
	1. ステージパネルから彫刻画面を開きます。

2. パラメータが陽極酸化アルミの彫刻に設定されていることを確認してください。

オートメーション[image: image923.png]



陽極酸化アルミ

[image: image924.png]



ノーズを使わずに彫刻する
[image: image925.png]



手動Z基準設定
[image: image926.png]



必要な彫刻深度
[image: image927.png]



固定ツール（スピンドルモータ回転なし）

3. 彫刻に必要な推奨ツール等がお手元にあることを確認してください。

[image: image928.png]



ツールホルダーへ取り付けるダイアモンドツール
[image: image929.png]S




材料を所定位置に固定する冶具
4. 彫刻の対象物を、マシンに取り付けた付属品に固定します。

5. マシンの据付けおよびPCとのリンクをチェックします。

6. 彫刻が最善の安全条件下で行われることを確認してください。
[image: image930.png]


ツールホルダーにあるこの記号は、彫刻中はスピンドルが回転して危険であること（火傷または切断の危険）を示しています。

彫刻中の挫傷の危険を避けるため、以下の行為を行わないでください。
• ツールの近くに留まらないでください。
• スピンドルホルダーの側に立たないでください。

彫刻中に彫刻屑が目に入らないよう、安全ゴーグルを着用してください。

スピンドルやマシンの他の可動部品の動きを妨げる障害物（人、物）がないことを確認します。

7. [image: image931.png]


をクリックして版下を転送します。転送が終了するとマシンは「ビーッ」という音で知らせます。

	マシンで彫刻を行う：
[image: image932.jpg]> =



[image: image933.png]



[image: image934.png]



[image: image935.jpg]



彫刻画面とマシン
	1. [image: image936.png]


コントロールパネルのキーを押します。するとツールホルダーがプレート上の最初の彫刻ポイントに移動します。

彫刻進行中

2. [image: image937.png]


を押すと、彫刻がすぐに停止します。手動Z基準点を見つけます。
a. スピンドル圧を調整します（コントロールパネルのキーを押さないでください）。

b. [image: image938.png]


を押して、Z基準点を設定します。

c. [image: image939.png]


スピンドルが材料に触れるまで、ツールホルダーの位置を下げます。
[image: image940.png]


必要に応じて、位置を調整してください。

d. カッターをツールホルダーに取り付けます。
e. しっかりとネジを締めて固定します。

f. [image: image941.png]


を押して、Z基準点を確定します。すると、ツールホルダーは上昇します。

3. スタートキーを押します。するとツールホルダーが最初の彫刻ポイントに移動し、彫刻を始めます。

[image: image942.png]


ツールホルダーが完全に停止するまで待ってから彫刻の終わった物体をマシンから取り出してください。


[image: image943.png]
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 XE "チュートリアル " \y "ちゅーとりある" \* MERGEFORMAT [image: image944.png]


[image: image945.jpg]oy




	[image: image946.png]


IM4Rマシンで金の指輪を彫刻する

	テンプレートから版下を作成する:
[image: image947.jpg]


[image: image948.png]



ファイル画面
	1. ステージパネルからファイル画面を開きます。

2. [image: image949.png]


テンプレートを開くコマンドをクリックします。

3. [image: image950.png]


テンプレートリストから、ring.jobをクリックします。

4. [image: image951.png]


クリックして版下画面に新しい版下を表示します。

	指輪の寸法を入力する:
[image: image952.jpg]


[image: image953.png]



版下画面
	1. 定規をクリックしてプレートバーを表示します。
2. マシンIM4R[image: image954.png]


をクリックします。

3. [image: image955.png]


長さを入力します。

4. [image: image956.png]


外径（最長24mm）を入力します。

5. [image: image957.png]


を押して確定します。

6. 行をダブルクリックして、赤色で表示されるテキスト<Love>全体を選択します。

7. 名前をタイプ入力します。

	彫刻の準備をする:
[image: image958.jpg]> =



[image: image959.png]



彫刻画面
	1. ステージパネルから彫刻画面を開きます。

2. パラメータが 金の彫刻に設定されていることを確認してください。

オートメーション[image: image960.png]



金
[image: image961.png]



対称軸中心
[image: image962.png]



Z軸自動調節
[image: image963.png]



彫刻深度はゼロ
3. マシンのマンドレルに指輪を固定します。

4. マシンの据付けおよびPCとのリンクをチェックします。

5. 彫刻が最善の安全条件下で行われることを確認してください。

6. [image: image964.png]


をクリックして版下を転送します。転送が終了するとマシンは「ビーッ」という音で知らせます。

	マシンで彫刻を行う:
[image: image965.jpg]> =



[image: image966.png]



[image: image967.png]



[image: image968.jpg]



彫刻画面とマシン
	[image: image969.png]


スタートキーを押します。するとツールホルダーが最初の彫刻ポイントに移動し、彫刻を始めます。

[image: image970.png]


ツールホルダーが完全に停止するまで待ってから彫刻の終わった物体をマシンから取り出してください。


[image: image971.png]
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	[image: image973.png]


真ちゅう製の表札を彫刻する[image: image974.png]



(97mm x 33mm / 3-13/16" x 1-19/64")

	テンプレートから版下を作成する:
[image: image975.jpg]


[image: image976.png]



ファイル画面
	1. ステージパネルからファイル画面を開きます。

2. [image: image977.png]


テンプレートを開くコマンドをクリックします。

3. [image: image978.png]


テンプレートリストから、doorplate.jobをクリックします。

4. [image: image979.png]


クリックして版下画面に新しい版下を表示します。

	テキストをカスタマイズする:
[image: image980.jpg]


[image: image981.png]



版下画面

[image: image982.png]


テキストを変更する場合は、テキスト全体を選択してから新しいテキストを入力します。
	1. 二行目のテキスト幅を変更します。
a. 行をダブルクリックして、赤色で表示されるテキスト全体<VALENTINO>を選択します。

b. [image: image983.png]


テキストバーで幅を選択してから、 [image: image984.png]


 を押します。

c. 文字幅を広げるパーセンテージ、値20を入力します。

d. 新しい幅を決定するには、 [image: image985.png]


 を押します。

2. 二行目のスタイルを変更します。
a. 行をダブルクリックして、赤色で表示されるテキスト全体を選択します。

b. 右クリックします。

c. [image: image986.png]


コンテクストメニューの●イタリック体 をクリックします。

3. 1 行目の終わりにくる文字MEのスタイルを変更します。
a. 赤色で表示される<ME>の上まで、カーソルをドラッグ・アンド・ドロップします。

b. 右クリックします。

c. [image: image987.png]


コンテクストメニューの●上付き をクリックします。

4. 定規をクリックしてプレートバーを表示します。
5. マシン[image: image988.png]


をクリックします。

	彫刻の準備をする:
[image: image989.jpg]> =



[image: image990.png]



彫刻画面
	1. ステージパネルから彫刻画面を開きます。

2. パラメータが真ちゅうの彫刻に設定されていることを確認してください。

オートメーション[image: image991.png]



真ちゅう
[image: image992.png]



ノーズを使って彫刻する
[image: image993.png]



Z軸自動調節
[image: image994.png]



必要な彫刻深度
[image: image995.png]



ツール回転
[image: image996.png]



深度目盛り数
3. 彫刻に必要な推奨ツール等がお手元にあることを確認してください。

[image: image997.png]



ツールホルダーへ取り付ける深度ノーズ
[image: image998.png]



ツールホルダーへ取り付ける円錐型ツール
[image: image999.png]S




材料を所定位置に固定する冶具
4. 彫刻の対象物を、マシンに取り付けた付属品に固定します。

5. マシンの据付けおよびPCとのリンクをチェックします。

6. 彫刻が最善の安全条件下で行われることを確認してください。
[image: image1000.png]


ツールホルダーにあるこの記号は、彫刻中はスピンドルが回転して危険であること（火傷または切断の危険）を示しています。

彫刻中の挫傷の危険を避けるため：
• ツールの近くに留まらないでください。
• スピンドルホルダーの側に立たないでください。

彫刻中に彫刻屑が目に入らないよう、安全ゴーグルを着用してください。

スピンドルやマシンの他の可動部品の動きを妨げる障害物（人、物）がないことを確認します。

7. [image: image1001.png]


をクリックして版下を転送します。転送が終了するとマシンは「ビーッ」という音で知らせます。

	マシンで彫刻を行う：
[image: image1002.jpg]> =



[image: image1003.png]



[image: image1004.png]



[image: image1005.jpg]



彫刻画面とマシン
	1. [image: image1006.png]


コントロールパネルのキーを押します。するとツールホルダーがプレート上の最初の彫刻ポイントに移動します。

彫刻進行中

2. 彫刻画面の彫刻ステータスに示される指示に従って自動Z基準点を見つけ出します。

a. スピンドル圧を調整します。[image: image1007.png]


設定を確認します。するとスピンドルが下降し、プレートに当たります。

カッターを取り外し深度目盛りを０に合わせてから、チェックボタンを押してください。

b. カッターをツールホルダーに取り付け、（Z基準点）設定を行います。[image: image1008.png]


設定を確認します。すると、ツールホルダーは上昇します。

カッターの先が材料に触るまでスピンドルへ挿入してから、チェックボタンを押して次へ進んでください。

c. 彫刻画面に表示される目盛り数[image: image1009.png]


に従って彫刻深さを設定します。
深度目盛りを調節してから、緑色のスタートボタンを押してください。

3. [image: image1010.png]


スタートキーを押します。するとツールホルダーが最初の彫刻ポイントに移動し、彫刻を始めます。

[image: image1011.png]


ツールホルダーが完全に停止するまで待ってから彫刻の終わった物体をマシンから取り出してください。


[image: image1012.png]
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[image: image1014.png]



	[image: image1015.png]


鉄製のペンを彫刻する

	テンプレートから版下を作成する:
[image: image1016.jpg]


[image: image1017.png]



ファイル画面
	1. ステージパネルからファイル画面を開きます。

2. [image: image1018.png]


テンプレートを開くコマンドをクリックします。

3. [image: image1019.png]


テンプレートリストから、pen.jobをクリックします。

4. [image: image1020.png]


クリックして版下画面に新しい版下を表示します。

	ペンの寸法を入力する:
[image: image1021.jpg]


[image: image1022.png]



版下画面
	1. 定規をクリックしてプレートバーを表示します。
2. マシンM40G[image: image1023.png]


をクリックします。

3. ペン彫刻のためにお使いのマシンに接続する付属品を指定します。

4. [image: image1024.png]


長さを入力します。

5. [image: image1025.png]


外径（最長140mm）を入力します。

6. [image: image1026.png]


を押して確定します。

7. 行をダブルクリックして、赤色で表示されるテキスト<Steven>全体を選択します。

8. 名前をタイプ入力します。

	彫刻の準備をする:
[image: image1027.jpg]> =



[image: image1028.png]



彫刻画面
	1. ステージパネルから彫刻画面を開きます。

2. パラメータが 鉄の彫刻に設定されていることを確認してください。

オートメーション[image: image1029.png]



鉄
[image: image1030.png]



対称軸中心
[image: image1031.png]



ノーズを使って彫刻する
[image: image1032.png]



Z軸自動調節
[image: image1033.png]



必要な彫刻深度
[image: image1034.png]



ツール回転
[image: image1035.png]



深度目盛り数
3. 彫刻に必要な推奨ツール等がお手元にあることを確認してください。

[image: image1036.png]



ツールホルダーへ取り付ける深度ノーズ
[image: image1037.png]



ツールホルダーへ取り付ける円錐型ツール
4. 彫刻の対象物を、マシンに取り付けた付属品に固定します。

5. マシンの据付けおよびPCとのリンクをチェックします。

6. 彫刻が最善の安全条件下で行われることを確認してください。
[image: image1038.png]


ツールホルダーにあるこの記号は、彫刻中はスピンドルが回転して危険であること（火傷または切断の危険）を示しています。

彫刻中の挫傷の危険を避けるため、以下の行為を行わないでください。
• ツールの近くに留まらないでください。
• スピンドルホルダーの側に立たないでください。

彫刻中に彫刻屑が目に入らないよう、安全ゴーグルを着用してください。

スピンドルやマシンの他の可動部品の動きを妨げる障害物（人、物）がないことを確認します。

7. [image: image1039.png]


をクリックして版下を転送します。転送が終了するとマシンは「ビーッ」という音で知らせます。

	マシンで彫刻を行う：
[image: image1040.jpg]> =



[image: image1041.png]



[image: image1042.jpg]



[image: image1043.jpg]



彫刻画面とマシン
	1. [image: image1044.png]


コントロールパネルのキーを押します。するとツールホルダーがプレート上の最初の彫刻ポイントに移動します。

彫刻進行中

2. 彫刻画面の彫刻ステータスに示される指示に従って自動Z基準点を見つけ出します。

a. スピンドル圧を調整します。[image: image1045.png]


設定を確認します。するとスピンドルが下降し、プレートに当たります。

カッターを取り外し深度目盛りを０に合わせてから、チェックボタンを押してください。

b. カッターをツールホルダーに取り付け、（Z基準点）設定を行います。[image: image1046.png]


設定を確認します。すると、ツールホルダーは上昇します。

カッターの先が材料に触るまでスピンドルへ挿入してから、チェックボタンを押して次へ進んでください。

c. 彫刻画面に表示される目盛り数[image: image1047.png]


に従って彫刻深さを設定します。
深度目盛りを調節してから、緑色のスタートボタンを押してください。

3. [image: image1048.png]


スタートキーを押します。するとツールホルダーが最初の彫刻ポイントに移動し、彫刻を始めます。

[image: image1049.png]


ツールホルダーが完全に停止するまで待ってから彫刻の終わった物体をマシンから取り出してください。


[image: image1050.png]
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